











































































































































































































































































< 80 > 長安城南郊外における唐代墓地の発掘と初歩的研究(劉)
『旧唐書J(巻60列伝第10)は次のように記すo I隣西王博義、高祖兄子也。 高祖長兄日澄、次
日湛、次回洪、井早卒。 武徳初、追封澄為梁王、湛為萄玉、洪為鄭玉、澄、洪無后、博義即湛第





































五月十日終干浄法寺之精舎、年一十有六。…」   
干十五娘は16才で浄法寺にて世を去ったが、それ以前もずっと浄法寺に住んでいたはずであり、  
彼女の身分は賀蘭宜第四女と一致する。   
この墓地からは、さらに唐・開耀元（681）年の比丘尼真意の墓誌も発見されており、一部の  
僧も死後に高陽原へ葬られたことを証明している。   
墓の構造と出土した墓誌から、この基地の基主は社会的地位が比較的低いことが分かる。M326  
などは、墓の形は小さいが、髪飾りは豊富でありこれまで見たことのないものである。髪飾りの  
鍍や替の数量を観察すると、その身分は低くないように見える。   
これまで述べたことをまとめると、長安城南郊外の蓋および墓主の身分に関して初歩的な理解  
を得ることができ、それは以下のいくつかの項目が共通している。  
1．平民の墓は各台地上に分布するが、大規模な墓地は高陽原でのみ発見されている。   
2．一族の墓地はそれぞれの台地にみな分布しているが、みな代々その地に居住した名門名家  
が申」亡一、を占める。   
























〈82〉長安城南郊外における唐代墓地の発掘と初歩的研究（劉）   
集賢院学士李陽òJ<築額。 公主、 玄宗第十八女、降秘書監崖嵩。 碑以興元元年立。 在嬬留村墓側。 見存。」
(19)田小朝「 長安発現北朝 章瑛夫婦合葬墓J �中国文物報� 1999年11月23日
(20)戴応新「 章孝寛墓誌J �文博� 1991年5期
(21)陳西省考古研究院が2002--2006年に郭杜鎮大居安、張康村において発掘した。 資料は未刊行である。
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